
1996年度卒業論文題目一覧表

若きゲーテのフリーデリーケ体験と『ゼーゼンハイ

ムの歌』

シラー『群盗』の革命性について

『騎士グルック』について

『わが闘争』とヒトラーの人種主義イデオロギー

－ナチズムの政策の基盤としての民族主義一

メルヘンの中の女性の姿

映画『オリンピア』について

『ヒューペリオン』における啓蒙主義批判について

ドイツ語の文法上の一致・不一致に関する言語史的

研究

ドイツの環境問題一一ごみ処理問題を中心に－

東西ドイツ統一後における労働問題

ホフマンのメールヒェン『見知らぬ子ども』につい

て

C.F.Meyerの星に関する六つの詩における考察

西洋市民社会とツィゴイナーー迫害に関する文化

的一考察一

外国語教育と異文化コミュニケーション（特にノン

バーバル．コミュニケーションの重要性について）

異文化コミュケーションー曰本とドイツの価値観

の相違一一

異文化間教育－－－多文化共生教育を目指して－

ドイツ・日本における親子関係・しつけの相違につ

いて

『アブデラの人びと』にみられるヴイーラントの社

会的立場
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「社交」を中心として見た日本とヨーロッパにおけ

るカフェの歴史

クライストの二つの短編について－DasErd-

bebeninChili,DerFindling--

ドイツと日本のごみ問題一環境問題としてのごみ

問題一

グリム童話における魔女と狼

ドイツ文学作品における扉について

ドイツ語の機能動詞構造について

ドイツのネオナチードイツの極右問題について

「ドイツ語における言語改革運動」－非性差別的

ドイツ語使用を求めて－

クライスト 『チリの地震jについて

西ドイツと日本における歴史意識の違い

Vergangenheitstempusを表すPrateritumとPer-

fektについて

A.Meyerが旅人として見た18世紀後半における北

ドイツの風景

日独食文化比較

ドイツ語の非人称表現の言語史的研究

BerlinerlllustrierteZeitungにみるヴイルヘルム

時代のドイツの市民生活

グリム童話の残虐性について

異文化間コミュニケーションについて

ゲーテ『ヘルマンとドロテーア』について

ナチズムの市民社会に対する影響

ドイツ語におけるPassivの源流と意義について

実践としてのテクスト分析一「橋」あるいはカフ

カの世界の記号を巡って
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ファウスト文学についての考察一マーロウ・ゲー

テ・鴎外・中島敦一一

ハインリッヒ・フォン・クライストの「チリの地震』

について

ドイツの労働環境一労働の対価としての休暇－

グリム童話『灰かぶり』における内容の変遷につい

て

ヘルダーリンーヘルダーリンにとってズゼッテ夫

人とは－

グリム童話における女性像一一魔女の存在一一

E.T.A.ホフマン「世襲領」における「城」につい

て－－作者ホフマンの意図と効果一

PaulKlee---seinLebenundseineWerke一一

（ドイツ語）

グリム童話に反映された歴史的事実と子供達に与え

る影響一『白雪姫』， 『ヘンゼルとグレーテル』を

道標に

ドイツの家庭教育・学校教育について

グリム童話『いばら姫』について

Konjunktiv-一現代ドイツ語におけるその意義

フランツ・カフカの『変身jに描かれた「家族」に

ついて

日本とは異なるドイツの教育諸制度について

葛藤による成長一一『白雪姫』より－

PaulKleeunddie>entarteteKunst<(ドイツ語）

ヘルマン・へ､ツセの『車輪の下』

VomZielMichaelEndes in"DerSpiegel im

Spiegel" (ドイツ語）

KurtSchwitters-VatervonMERZ-(ドイ

ツ語）
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萬屋隆之 『ニーベルンゲンの歌』登場人物の性格描写とその

特質について

ヘルマン・ヘッセ『シッダールタ』について

カフカの新しいヨブ記一『審判』

接尾辞-lichと-barを持つ形容詞の数的考察

ドイツにおけるJugendspracheと日本における若

者語に関する研究

ハルトマン・フォン・アウエの『哀れなハインリヒ』

について

EinnewKochbuch--何がnewなのか

E.T.A.ホフマン『砂男』における娯楽文学的要素

について

ヘルダーリン『ヒュペーリオン』について

渡辺

伊豫田

百済

小寺

美佳子

裕司

徳光

斉人

佐伯康弘

庭井史絵

藤沢信行

増田真太郎

伊井博毅 エルンスト・ トラーとその時代

ドイツと日本の教科書の比較一人間関係と環境問

題一

東西ドイツ統一問題一一統一後の“心の壁”につい

て－

上林妙子

徳永侑希
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